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1. はじめに

昭和 60年6月第五管区海上保安本部は新庁舎に移転した。その際古い作業届を処分したが，乙れらは水路

通報の情報源となったものであり，作業届には海図の維持lζ必要な岸線変化の情報及び水路測量・潮流観測・

ボーリング等海洋調査の情報が含まれている。乙れらの情報をデータベースとして管理できれば水路業務上

有益であるのみならず，乙れを利用する乙とにより報告書等lレーチン業務の軽減化が図られるのではないか

と考えた。幸い昭和 60年8月海洋情報システムの端末として 10Mバイトの固定テ、ィスク内蔵の FACOM9450

Hが配備されたのを機に「五管区水路情報データベースJ（以下データベースと言う）の構築に取り掛かかった。

本稿では，水路通報作成時lζ得られるファイ Jレを本データベースの入力ファイ Jレlζ使っているため，当管

区における水路通報作成手順について触れた後，「五管区水路通報データベースJを中心lζシステムの概要

を紹介する。

2. 水路通報作成手順

当管区では，日本電気 PC-9800を使用してワープロソフト「松85Jにより第 1図の手順lとより水路通報

を作成している。

まず作業の内容に合った文例ファイ jレ（87の「松85」文書ファイル，約 500の文例を収録）を読み込み，

管内灯台表（灯台，信号所，目標物等約450件の名称・概位を「松85J辞書lζ登録）を使いながら加除修正

を加え文書ファイ Jレ「水路通報本文」を作成する。出来上がった「水路通報本文」ファイルは「五管区水路

通報有効項目」ファイ Jレに追加し部内 ・部外の問い合せに備えるとともに，水路通報表紙作成プログラム

「POIMS.FOM J IL.入力し，「水路通報表紙Jファイ Jレと「水路通報項目」ファイルを出力する。「水路通報

項目Jファイルは，五管区水路通報目次作成の自動化を目的としたファイルで，データベースへの入力ファ

イノレとして使用する。

以上，簡単に当管区の水路通報作成までの過程を述べたが，文例集の整理 ・灯台名称、概位の辞書登録 ・表

紙作成自動化プログラム「POIMS.FOM Jの開発により従前lζ比べて以下の点が改善された。

(1) 通報業務の経験が浅い者でも起案が比較的簡単になった乙と。

(2) 起案時lζ灯台表を調べる手聞が省けると共に，灯台表から灯台名称 ・概位を移す時ミスが無くなった

乙と。

(3) 表紙作成時間が5分で済むこと。（従来は 20～30分かかった）。

(4) 「POIMS.FOM」lとより項数のチェックを行っているため項数の付け間違いが無くなった乙と。
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(5) 表紙iζ誤りが無くなると共K，表紙のみに付け加える項目（当管区では表紙には訓練海域の名称を付

け加えている）の付け忘れが無くなった乙と。

3. データベースの概要

本データベースは「五管区水路情報データベース」及び「五管区住所録データベース」からなり，乙れら

が有機的iと連結しデータベースを構成している。現在基本ソフトが完成し，昭和61年 9月分からデータ入力

を開始すると共に応用プログラムの開発を急いでいる段階である。以下に使用機器及び現在までに完成した

システムの概略を示す。

(1) 使用機器

（イ）本体 FACOM 9450Il (F9451LD30/32) 

8インチフロッピィーディスク 1 MB×1 

マイクロディスク lOMB×1 

（ロ） ディスプレイ F 9453B1 

判プリンタ装置 F9454 F 2 

(2) システム概略（第 2図参照）

4. 五管区住所録データベース

業務上関係する官公庁 ・企業等の住所 ・機関名 ・氏名 ・フリカナ ・発送部数 ・電話番号 ・業務内容等を管

理する「五管区住所録データベース」を構築したもので，報告書等の作成 ・発送業務の合理化において重要

な役割を果す事になる。

五管区住所録データベースの特徴は住所，氏名，フリカナをキーワードに分割して登録する乙とにより，

複数のキーワードから求める住所を容易にかつ素早く検索する乙とができる乙とである。紙面の都合で 61年

11月現在の登録件数を第 1表に示すに留める。

5. 五管区水路通報データベース

(1) コード化

五管区では，過去に漢字データベース「SEAK-lJによる五管区水路通報を日本電気PC-8801上で構

築したが漢字入力の煩雑さ等の理由で中断した経験がある。乙の経験から漢字入力の煩雑さからの開放，検

索の容易さを目的として総ての情報項目をコード化した。コード化の内容は第2表を参照されたい。

(2) 水路情報ファイ Jレ

「五管区水路情報データベース」の中核となるファイ Jレでレコードの内容を第2表に示す。

(3）基本ソフト

登録処理，修正処理，削除処理，検索処理，コード管理処理から成る。登録処理は保安部署等から入手し

た水路情報をデータベースiζ登録するものである。データベースの保守管理は修正 ・削除処理で行い，必要

な情報は検索処理で捜す。またコード管理処理は港湾コード ・作業コード等のコードの追加 ・修正 ・削除を

行う。乙乙では登録処理 ・検索処理のみ説明し，その他の処理の説明は省略する。

付） 登録処理

入手した水路情報をコード表を参照しながらコーデイングシートに書き込んだうえ，データベースへ登録する。
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第 1表五管区住所登録データベース登録件数

必ぞ？ 海上保安庁 国家機関 地方自治体 公社・公団 財団法人等 治.関係 企業 企業 大学等 個人 その他 計
〈水路関係〉 （そ白他〉

大阪 5 3 4.4. 5 21 25 55 4.5 17 3 2 225 

兵庫 18 8 57'. 5 17 日1 17 29 11 I 2 226 

和歌山 自 I 31 。 2 66 I 2 I 。 I I Ill. 

徳島 ll. I 25 2 。 39 3 2 I 。 I 78 

高知 I 0 ll. 33 。 I 84. 2 。 3 。 。 137 

その他 30 ll. 。 3 ll. 。 9 I 0 5 。 。 65 

計 76 21 190 15 4.5 275 87 88 38 ll. 6 84.5 

第 2表水路通報情報レコード

レベル 項目名 桁・項矧 コ ド の 内 容 等 被索方法

I レコード番号 9(6) 西暦・ー連番号からレコードを特定． A 
2 

商一店連番号2 

海語方域位ココーードド x~~~ ＞ 管五内倍実~~附路通聞純白に分浜持け続て貯等t鳴コーすドする．め話・
B 

2 
2 

I 

富区区区山コードドドI 

x~n) 器産情コ鰻ーシドスは和テ歌ムの山事i津耳港コ、ー姫ド路を糊構の・み五管区で決めた．
B 

2 
2 
2 コ－ 2 x 
2 コ－ 3 x 

】 メッシユ

~m 
鍔のみ白使書用自在紫色目~~~~；~袋詰品以殺ゐ1・及び引ツシユ c 

2 メッ度分シユ 1
3 I メッシユ
3 .6 メッシュ

2 メッ度分シユ4

~m 3 I メッシュ
3 6 メッシユ

I 

作業積年年年期別月月月間

9~19) 
作種業目期lj間：老：：人年年年実力月飽月月．日日日日橿が~別ー・・・コ・・－終予開日ー始了備単ド位日日日により年月日 1～3の意味が異なる．

A 
2 

コ日日日ー2~ ド2 
2 
2 

本庁総統計コード
~m 

本庁統計コード及び件数を入力． B 
2 
2 

l!I 
五コ管ー区ド独及び自で件決数め老人た力コ．ードで大分類13小分類128に分けている． B 

2 
3 ード
3 

2 作
3 ード
3 

I 
目十II聞

作業を計画した機関コード老人力． B 
2 コードド I 
2 コー 2 

実韓機関関関
作業を実施した機関コード老人力． B 

2 コードド I 
2 コー 2 

経機機由機関関関ココーードド2I 
作業を通報して宮た保安部署等の機関コードを入力． B 

2 
2 

五管区水路通報の西暦・項数を入力． A gm 2 
2 

I 
本庁E水E路年通報

~m 
本庁水路通報の西暦・項数老人力． A 

2 
2 

対処コード 9 水路業務上 (i恒図維持、データ収集等〉追跡調査の必要性等5分類． B 

性質コード 。 水路業務法との関連、定期作業かどうか等で日つに分額． B 

補正コード 自 1：補正済み 日

安全通報実施日 自 空白：不要 0：当日 1：前日 2～9:2～9目前実施 B 

予備 日

1 検察周ボインヲ X(i32) 
海岡域ーコのーコード、ド港を湾含むコNーEXドT、、肘PR薗IOR・の実レ施コ・ー経ド由番機号関をコ記ー録ドし等検に察おにい使て用、． ． 

。主〉表中、 9は数字• X!1英数字を表わす．またX(i32）は132桁の英数字項目を意味する
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第3図は計画機関コードl乙”27P004” 

を打込んだ直後の登録画面である。下

欄i乙「関西国際空港株式会社建設事務

所」と表示されている。乙の様lζ各コ

ードを入力すると画面下欄に入力した

コードの内容が表示され乙れを確認し

ながら入力して行く。入力が済むと登

録処理を行うが，登録処理に要する時

聞は l件につき 25秒かかるので，登録

方法は（1)1件ずつ入力 ・登録処理を行

う，（2）入力されたデータをワークファ

イルlζ納めたあと一括して登録処理を

行う，の 2つの方法を用意した。

（ロ） 検索処理

検索方法を第 2表右欄lζ示す。記号

の意味は次のとおりである。

A：各検索ファ イjレから検索キーと水路情報レコー ド番号との関係を読み込み水路情報ファイルからラ ン

ダム検索を行う。従って極めて早い水路情報の検索が可能である。

B：各検索ファイルから検索キーを含む最も若い水路情報レコ ード番号を調べ，その水路情報レコー ドを

1五管区水 iHti!砲登録｜ REF悶．固 －[ii亘

雌十コード回ー匝D回件 計画機関 ~c二コ

作業内容 閉： 閉回1 謝捌関 [lli国仁二コ

経由部署匡亘函仁二コ
期間団 1.始／終／予備日

2.一日単位 管区水路通報函年E司項
1面l年1101月｜ま）］日
口年口月口日 本庁水路通報口年仁コ項
I I年II月II日
一一一 淘醐正口安全通信口出必要ナシ眼目

制回固 x. x日前

i巷匝副港区匡コ対処口 問口
1.温i磁調査不用 1.一般
2.→納宮、復旧醍忍必要 2.直営
3.海図の変更を要す 3. 6条
4.重大な海図の変更を妻す 4. 26条
5.作業（観員。結果が利用化 5.定期作集

6.関連作来の予定あり

国

μ〕
U

固

uuu
関西国軍E勤笹株式会社 建設事務所 回

第3図登録画面

読み込む。次iζ レコード内の検索用ポインタから得られた情報を基lζ同じ検索キーを含む次のレコ ー

ドを読み込む。同様な作業を検索用ポインタ lζエンドマークが現れるまで繰り返し検索する。従って

シーケンシャル検索より極めて早い検索が可能である。また，水路情報ファイルが大きくなった場合

の検索速度の劣化を考え，一部の検索ファイ Jレを除き西暦年別ファイ jレとしている。

c：水路情報ファイ Jレをシーケンシ

ャJレl乙検索する。従って検索速

度は遅くなる。

水路情報レコードのレコード番号，

本庁 ・五管区水路通報の項数での検索

処理はメニュー画面で行う。乙れから

の検索は上記Aの方法で行うため極め

て早い検索が行える。その他の項目に

よる検索は検索画面（第4図）に検索

条件（各コード，区域，期間）を入力

して行う。第4図は作業コードに”03-

01”を打込んだ直後の画面で，下欄lζ

「演習 ・訓練＝射撃投下訓練（海上保

安庁）」と表示されている。すなわち登

録処理と同様入力したコードを確認し

五管区水路欄鞠除潔

桁樹口－口 it醐関 L_J［二コ ー
( CA】H)，（日JRlー〉凶

作衆コード困ー回ロー口
( (A）ゆパ日JRlー〉回 実路機関匡~巨富司

( (A）ト（）， COJR lー〉凶
期間

田
口…口

t
口

日

明

帥

臨

経

由

剖

淘
日町度コ

耐－

M

M
州コ

醐
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－
U

区土曜

淘土曜

港コード仁コ港区仁コ
対処日
1.迫持fil!I査不用
2.一剛司、復旧醒脳裏
3.淘図の変更を妻す
4.重大な海図の変更を棄す
5.作業（観測D結果が利用化

性質口
1.一般
2.直営
3. 6条
4. 26条
5.定期作業
6.関連作業の予定あり

演習・!JI峨＝射穆訂｜峨 G毎上保安斤） 口

第4図検索画面
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ながら入力していく。また，第 3図

からも分かるように作業コード及び計

画・実施・経由各機関コードは2つま

で入力でき，結合条件（AND,OR) 

を指示する乙とにより複雑な検索も行

える。第4図では実施機関・作業・海

域，期聞を指定して検索しており，検

索結果を第 5図に示す。検索lζ要した

時聞は4～5秒である。検索時間は登

録件数，検索条件により左右されるが

良好な検索速度が得られたと考える。

6. 「五管区海洋情報データベースJ

によるアップリケーションプロ

グラム

l五管区水 ~II tJI 招待索｜ REF悶．園－[ifill]

耐コード困－~回回件

側内容閉：四回2

＝＝目i目i
海i要因仁］

針醐関匡亘函仁二コ

実施側関匿函匡国

経由部薯匡亘NJ仁二コ
管区水路通報 匝司年匝司I同

本庁水路通報口年仁コ項

海図補正口 安全通信田山必要ナシ祖I妻口
x. X目前

治仁二コ港区Eコ対処口 性質口
一一一一 1. l皇E誕既査不用 1.一般

メッシュ 1固ー嗣 2.寸奇臥復旧龍思必要 2.直営
2」J-L」 3.海図の変更を要す 3. 6条
3 U-L」 4.重大な海図の変更を妻す 4. 26条
4 L」－L」 5.作業（観測D結果が利用化 5.定期作集

6.関連作業の予定あり

1ノIF：前進日1後退 r：最前 E：量後円高倹索開メニaー

第 5図検索結果出力画面

現在完成しているアップリケーションプログラムは以下のとおりである。

(1) 五管区水路通報有効項目一覧

五管区水路通報で通報した項目のうち，任意の日または期聞における有効な項目を検索印字する。

(2) 管内海洋活動状況調査

任意の期聞における有効な水路情報を検索印字する。印字例を第 6図l乙示す。

(3) 五管区水路通報参考資料作成

五管区水路通報決裁時の参考資料を印字する。

(4) 図誌業務資料作成

安全通報実施作業，開始 ・終了作業別に検索印字し，当日の業務の参考とする。

また，現在開発を急いでいるアップリケーションプログラムは以下のとおり。

管内作業状況調査

86年 10月01日～ 86年 10月01日

本判ド＊ 開始作業 ホ ＊ 刻ド

口

...・・・ a・...・$$司B ・..・.羽~·司~············傘$＊$$＊羽隊司~·司B ・＊’＇＊＊＊＊＊事司＇＊’＇＊・＊＊＊司....司＇＊＊司...傘$羽..・...羽惨事本’..・..傘.傘....・ 4隊司修司B
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(1) 管内水路通報配布先一覧作成（船舶交通安全通報業務規則実施細目第 21条2項）

(2) 管内海洋関係機関一覧作成（保水情第55号様式 1) 

(3) 管内海洋調査状況報告書作成（保水情第 55号様式3)

(4) 五管区水路通報目次作成

(5）発送業務

タックシートに住所，機関名，発送部数，郵送料等を印字し管内水路通報，管区海洋速報等の発送業

務の合理化を図る。

7. 改 善 点

今後の改善点として次の事を考えている。

付） 水路情報登録はコーディングシートに書いた後行っているが，「住所録データベース」の検索機能を登

録処理に付加し作業届等から直接入力できるようにする乙と。

（ロ） データベースにより有効な水路通報本文を管理する乙と。

判 五管区で作成した管内岸線ファイ Jレを利用してディスプレイ上に描かれた地図を利用して検索条件の

設定，検索結果を表示する。

8. おわりに （パソコン通信の時代lζ備えて）

現在入力情報が少なくまたソフ卜の面でも十分ではなし、。しかし，今後ソフトを充実改善するとともに過

去の水路情報の入力作業を気長に続ける事lとより，本データベースが水路業務のみならず航行安全業務にお

いても有意義なものになるであろうと考えている。

また，電話が自由化された昭和 60年はパソコン通信の元年だと言われている。海上保安庁でも海洋情報シ

ステムが稼働し，管内 10箇所の保安部署に FACOM9450Eが配備されている。よって保安部署との回線

が限られている等問題もあるが，五管区水路と保安部署との FACOM9450Eをオンラインで結ぶ乙とによ

り，少ない設備投資で容易に管内保安部署から「五管区水路情報データベース」の利用が可能である。また，

部外者から「五管区水路情報データベース」の利用も考えられるが，部外者に必要なハード，ソフトの投資

を強いる事，管区水路部の限られた人的資源から考え負担が大きい事等から慎重にならざるを得ない。五管

区では近くアンケートを水路通報配布先等にお願いし，我々の置かれている環境を調べるとともに， VANの

利用等今後我々の取るべき道を探っていきたいと考えている。

最後になりましたが，作業届等から住所を収集したものの 15cm近い厚さのコーデ、イングシートを抱え，

困り果てていたと乙ろ，データ入力l乙快く協力して下さいました本庁水路海洋情報課に厚く感謝します。
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